
事例紹介４

『姉妹都市交流』で支える

２０１４年７月９日（水）

地球環境パートナーシッププラザ
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 所 属 入間市市民部自治文化課国際交流担当

入間市国際交流協会事務局

主幹 澤田和也

 担当業務 姉妹都市・友好都市交流

在住外国人支援

国際理解

入間市国際交流協会事務局

自己紹介
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市制施行 ： 昭和４１年１１月１日

人 口 ： １４９，９１３人（平成２６年６月１日現在）

面 積 ： ４４．７４㎢

規 模 ： 都心から４０㎞圏に位置する緑に恵まれたまち

周囲は、所沢市、狭山市、飯能市及び青梅市、

瑞穂町に接している

入間市の紹介
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交 通 ： 鉄道 西武池袋線、ＪＲ八高線

道路 首都圏中央連絡自動車道（入間インター）

関越自動車道や中央自動車道への広域的機能

の高い交通網を形成

産 業 ： 狭山茶の主産地であり、生産量及び栽培面積

は埼玉県一を誇っている

色は静岡、香りは宇治よ、味は狭山でとどめさす
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動 機 ： 市制施行２０周年記念事業「海のある都市」

経 緯 ： 上信越新幹線・関越自動車道の開通

交通の便の良くなった新潟県を選定

両津市と姉妹都市提携

提 携 ： 昭和６１年１０月１２日

教育・文化・産業並びに

観光等の各般にわたる

交流を通じて、相互の

理解と親善を深め友好都市を発展

姉妹都市提携の経緯
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合 併 ： 平成１６年３月１日

１市７町２村が合併して佐渡市誕生

（両津市・相川町・佐和田町・金井町・畑野町

・真野町・小木町・羽茂町・新穂村・寺泊村）

姉妹都市交流の継続
平成２３年

姉妹都市提携２５周年

更なる交流の推進を確認し

交流推進宣言書に調印
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交流事業の内容

◆学校間交流 昭和６３年～

～隔年で相互交流～
佐渡市 馬首小学校 ⇔ 入間市 豊岡小学校

賀茂小学校
・平成２０年を最後に小学校の学校間交流【中止】

佐渡市 水津中学校 ⇔ 入間市 上藤沢中学校
前浜中学校

《茶摘み体験》 《海の体験》
・平成２１年を最後に中学校の学校間交流【中止】
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教育



◆芸能文化交流 昭和６２年～

入間市⇒佐渡市

・両津七夕川開き

・赤泊港まつり

・宵の舞

・鬼太鼓どっとこむ

神輿団体、民謡団体、

太鼓団体が参加

8

佐渡市⇒入間市

・入間万燈まつり

２日間で２０万人

鬼太鼓、佐渡民謡が参加

文化
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◆物産・観光交流
昭和６３年～

佐渡市
・海の幸の宅配便
・佐渡物産展
・おけさ柿の販売
・入間農業まつり
・寒ブリ料理教室

万燈まつりでは６万個販売

入間市

・狭山茶の販売

・佐渡市バスツアー

産業 観光
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◆スポーツ交流 昭和６２年～

入間市⇒佐渡市
・バドミントン
・剣道
・弓道
・少年野球
・バレーボール ・柔道
・インディアカ ・卓球

・駅伝 ・地域体育協会

約９００人

佐渡市⇒入間市
・バドミントン
・剣道
・弓道
・バレーボール
・柔道
・サッカー
・ソフトボール

・駅伝 約７００人

その他
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◆入間市指定保養所 昭和６２年～

両津地区 ２４施設
相川地区 ９施設 入間市在住者、在勤者
小木地区 ５施設 割引価格で利用
佐和田地区 ３施設
真野地区 ３施設 これまで多くの市民が
赤泊地区 １施設 佐渡市を訪れている

◆佐渡友好交流パス
市内小学校１６校（約8,000人）
市内中学校１１校（約4,000人） 全児童・生徒に配布



姉妹都市提携２５周年を契機とした更なる交流の拡大

『入間の海』事業

埼玉県に海がないことから、海のある佐渡市と姉妹都市

を提携した経緯がある。そのことから佐渡の海に関する

交流事業の総称を「入間の海」事業と位置づけ、交流事業

の拡大を図る。

その結果、入間市民にとって佐渡が「第２のふるさと」と

感じられるような交流事業の推進を図っている。
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交流事業の拡大



具体的な取り組み

佐渡市サマーキャンプ

・小学生を対象とした青少年交流事業
・次世代を担う子ども達の継続的な交流を目指して
・平成２５年度から実施事業 ３泊４日
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佐渡入間市姉妹都市イベント入間の海 佐渡フェア

・「食」「自然」「産業」「文化」を通じて佐渡に関心を持って
もらい交流事業の拡大を図る

・佐渡のフルーツを使い、入間市の
ケーキ職人が作ったコラボスィーツ

で姉妹都市交流

・グルメ屋台での佐渡物産品の紹介
沖汁、サザエのつぼ焼き、佐渡鯵わい丼・・・



物産交流の拡大
・市庁舎佐渡物産ショーケースでの紹介
・通信販売での物産交流
・狭山茶の佐渡島内販売拡大
・佐渡物産展の開催

佐渡ファンの拡大
・多くの市民が佐渡ファンになることで

交流推進を図る

・市民が手軽に佐渡に行けるような

姉妹都市としての支援

・佐渡準市民登録の推進
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今後の取り組み

・姉妹都市提携３０周年に向けた交流推進の充実
・姉妹都市交流を通じた両市の友好関係の発展
・市民間交流の拡大
・多くの市民に佐渡の魅力を伝え佐渡ファンの増大
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ご清聴ありがとうございました


